
前
に
息
子
の
伝
統
を
立
て
る
こ
と
が

前
に
息
子
の
伝
統
を
立
て
る
こ
と
が

で
き
な
い
」

で
き
な
い
」

真
の
お
父
様
は
、
文
顯
進
様
に
対

し
次
の
よ
う
に
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
父
の
伝
統
に
従
っ
て
、
母
の
伝

「
父
の
伝
統
に
従
っ
て
、
母
の
伝

統
に
従
っ
て
、
三
番
目
に
息
子
で

統
に
従
っ
て
、
三
番
目
に
息
子
で

あ
る
。
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
の
？

あ
る
。
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
の
？  　　

母
は
伝
統
を
立
て
る
過
程
で
す
。
終

母
は
伝
統
を
立
て
る
過
程
で
す
。
終

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
母
の
伝
統
を
立

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
母
の
伝
統
を
立

て
る
前
に
息
子
の
伝
統
を
立
て
る
こ

て
る
前
に
息
子
の
伝
統
を
立
て
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る

と
が
で
き
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る

の
？
」

の
？
」（
マ
ル
ス
ム
選
集
３
２
３
―

83
）真

の
お
父
様
は
、
息
子
（
子
女
）

は
「「
父
の
伝
統

父
の
伝
統
に
従
っ
て
、

に
従
っ
て
、
母
の
伝

母
の
伝

統統
に
従
っ
て
」

に
従
っ
て
」
い
く
べ
き
こ
と
を
明

確
に
さ
れ
た
う
え
で
、「「
母
は
伝
統

母
は
伝
統

を
立
て
る
過
程
で
す
。

を
立
て
る
過
程
で
す
。
終
わ
っ
て
い

終
わ
っ
て
い

0

0

0

0

0

ま
せ
ん

ま
せ
ん

0

0

0

。
母
の
伝
統
を
立
て
る
前
に

。
母
の
伝
統
を
立
て
る
前
に

息
子
の
伝
統
を
立
て
る
こ
と
が

息
子
の
伝
統
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
で
き
0

0

な
い
な
い
0

0

」」
と
指
導
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

も
し
、
人
間
始
祖
ア
ダ
ム
と
エ
バ

の
堕
落
が
な
け
れ
ば
、
ア
ダ
ム
・
エ

バ
は
完
成
し
て
真
の
父
母
と
な
り
、

人
類
は
そ
の
「
人
類
の
真
の
父
母
を

「
人
類
の
真
の
父
母
を

真
の
父
母
様
宣
布
文
サ
イ
ト
は
こ
ち
ら
か
ら
→

通
し
て
」

通
し
て
」
伝
え
ら
れ
る
神
様
の
み
意

こ
こ
ろ

に
従
っ
て
生
活
し
な
が
ら
、
真
の
父

母
が
立
て
る
〝
天
の
伝
統
〟
を
学
び
、

相
続
し
て
後
世
に
伝
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
て
〝
人

類
一
家
族
世
界
〟
が
築
か
れ
て
い
く

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
世
界
は
、『
原
理
講
論
』
に

「
天
国
に
お
い
て
は
、
神
の
命
令
が

「
天
国
に
お
い
て
は
、
神
の
命
令
が

人
類
の
真
の
父
母
を
通
し
て
、
す
べ

人
類
の
真
の
父
母
を
通
し
て
、
す
べ

て
の
子
女
た
ち
に
伝
達
さ
れ
る
こ
と

て
の
子
女
た
ち
に
伝
達
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
み
な
一
つ
の
目
的
に
向

に
よ
り
、
み
な
一
つ
の
目
的
に
向

か
っ
て
動
じ
静
ず
る
よ
う
に
な
る
の

か
っ
て
動
じ
静
ず
る
よ
う
に
な
る
の

で
あ
る
」

で
あ
る
」（
69
ペ
ー
ジ
）
と
あ
る
よ

う
に
、「
神
の
命
令
が

「
神
の
命
令
が
人
類
の
真
の

人
類
の
真
の

父
母
を
通
し
て

父
母
を
通
し
て
、
す
べ
て
の
子
女
た

、
す
べ
て
の
子
女
た

ち
に
ち
に
伝
達
さ
れ
る

伝
達
さ
れ
る
」」
世
界
で
あ
り
、

人
類
が
「「
一
つ
の
目
的
に
向
か
っ
て

一
つ
の
目
的
に
向
か
っ
て

動
じ
静
ず
る

動
じ
静
ず
る
」」
よ
う
に
な
っ
て
い
た

の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
真
の
お
父

様
が
明
確
に
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、

子
女
は
「「
父
の
伝
統

父
の
伝
統
に
従
っ
て
、

に
従
っ
て
、
母母

の
伝
統

の
伝
統
に
従
っ
て
」

に
従
っ
て
」
い
く
こ
と
で
、

神
様
の
願
わ
れ
る
、
真
の
父
母
を
中

心
と
す
る
〝
人
類
一
家
族
世
界
〟
を

実
現
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

二
十
一
、
真
の
お
父
様
の
み
言
と
異

な
る
主
張
を
す
る
文
顯
進
様
は
、
第

四
ア
ダ
ム
で
も
、
真
の
父
母
で
も
な

い
・
そ
の
６

（
20
）
真
の
父
、
真
の
母
の
「
伝
統
」

を
相
続
す
る
こ
と
が
子
女
の
責
任

み
言
①
：「
母
の
伝
統
を
立
て
る

「
母
の
伝
統
を
立
て
る

教
理
研
究
院

続
・
Ｕ
Ｃ
Ｉ
を
支
持
す
る
人
々
の
言
説
の
誤
り
（
21
）

解 説

さ
ら
に
真
の
お
父
様
は
世
界
巡
回

を
さ
れ
、
天
宙
大
会
を
各
地
で
開
催

し
て
い
か
れ
、
…
…
第
五
十
三
回

『
真
の
父
母
の
日
』（
陽
暦
三
月
二
十

二
日
）
に
、
…
…
『
神
様
と
人
類
の

『
神
様
と
人
類
の

責
任
が
完
結
さ
れ
る
天
の
国
の
憲
法

責
任
が
完
結
さ
れ
る
天
の
国
の
憲
法

が
何
か
と
い
え
ば
、「

が
何
か
と
い
え
ば
、「
天
地
人
真
の

天
地
人
真
の

父
母
定
着

父
母
定
着
」
で
す
。

」
で
す
。
そ
れ
さ
え
成
れ

そ
れ
さ
え
成
れ

0

0

0

0

0

0

ばば0

、、
全
て
が
終
わ
る
の
で
す

全
て
が
終
わ
る
の
で
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
…
…

。
…
…

「
天
地
人
真
の
父
母
定
着
」、

「
天
地
人
真
の
父
母
定
着
」、
そ
れ
で

そ
れ
で

0

0

0

全
て
が
終
わ
る
の
で
す

全
て
が
終
わ
る
の
で
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

』』（『
ト
ゥ
デ

イ
ズ
・
ワ
ー
ル
ド 

ジ
ャ
パ
ン
』
二

〇
一
二
年
五
月
号
、
43
ペ
ー
ジ
）
と

語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
予
告
ど
お
り
、
真
の
お
父
様

は
二
〇
一
二
年
四
月
十
四
日
、
ラ
ス

ベ
ガ
ス
の
天チ

ョ

和ヌ
ァ

宮グ
ン

で
『『
天
地
人
真
の

天
地
人
真
の

0

0

0

0

0

父
母
定
着
実
体
み
言
宣
布
天
宙
大
会

父
母
定
着
実
体
み
言
宣
布
天
宙
大
会

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

をを0

最
終
完
成
・
完
結

最
終
完
成
・
完
結

0

0

0

00

0

0

す
る
す
る
0

0

こ
と
を
、

こ
と
を
、

お
父
様
の
前
に
奉
献
し
ま
す
』

お
父
様
の
前
に
奉
献
し
ま
す
』
と
い

う
〝
特
別
宣
布
式
〟
を
さ
れ
ま
し
た

（
同
、
二
〇
一
二
年
六
月
号
、
19
ペ
ー

ジ
）。そ

し
て
、
そ
の
七
日
後
の
同
年
四

月
二
十
一
日
に
韓
国
・
清

チ
ョ
ン

心シ
ㇺ

平
和

ワ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー
で
、
真
の
お
父

た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

お
父
様
の
み
言
を
改か

い

竄ざ
ん

し
て
書
か
れ

た
金キ

ㇺ

鍾ヂ
ョ
ン

奭ソ
ㇰ

著
『
統
一
教
会
の
分
裂
』

と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
す
。
こ
の

点
に
つ
い
て
、
教
理
研
究
院
は
『
虚

偽
に
満
ち
た
金
鍾
奭
著
「
統
一
教
会

の
分
裂
」
―
―
軌
を
一
に
す
る
郭
錠

チ
ョ
ン

煥フ
ァ
ン

著
「
事
必
帰
正
」』（
光
言
社
刊
。

以
下
、『
虚
偽
に
満
ち
た
』）
で
次
の

よ
う
に
指
摘
し
て
い
ま
す
。
以
下
、

『
虚
偽
に
満
ち
た
』
か
ら
引
用
し
ま
す
。

「『
最
終
一
体
』
宣
言
後
は
〝
天
地

人
真
の
父
母
定
着
完
了
〟

真
の
お
父
様
は
二
〇
一
〇
年
六
月

十
九
日
（
天
暦
五
月
八
日
）
と
同
年

六
月
二
十
六
日
（
天
暦
五
月
十
五

日
）、
米
国
・
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
真
の

お
母
様
と
の
『
最
終
一
体
』

『
最
終
一
体
』
を
宣
言

さ
れ
ま
し
た
。

真
の
父
母
様
は
こ
の
『
最
終
一
体
』

『
最
終
一
体
』

の
宣
言
か
ら
十
二
日
後
の
同
年
七
月

八
日
、
韓
国
・
天

チ
ョ
ン

正ヂ
ョ
ン

宮グ
ン

博
物
館
で

『
天
地
人
真
の
父
母
定
着
実
体
み
言

宣
布
大
会
』
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

…
…

ん
。Ｕ

Ｃ
Ｉ
・
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
人
々
の
言
動

が
誤
り
と
な
る
根
本
原
因
は
、
真
の

お
父
様
が
「「
母
は
伝
統
を
立
て
る
過

母
は
伝
統
を
立
て
る
過

程
で
す
。

程
で
す
。
終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん

終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん

0

0

0

0

0

0

0

0

。
母
。
母

の
伝
統
を
立
て
る
前
に
息
子
の
伝
統

の
伝
統
を
立
て
る
前
に
息
子
の
伝
統

を
立
て
る
こ
と
が

を
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い

で
き
な
い

0

0

0

0

」」
と

語
っ
て
お
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
み
言
を
無
視
し
、
そ
の
願
い
に

従
っ
て
い
な
い
点
に
あ
り
ま
す
。

（
21
）
真
の
父
母
様
は
「
最
終
一
体
」

「
最
終
一
体
」

を
定
着
完
了
し
て
お
ら
れ
る

①
真
の
お
父
様
の
「
最
終
一
体
」

「
最
終
一
体
」

宣
言櫻

井
正
実
氏
は
二
〇
二
一
年
六
月

三
日
に
公
開
し
た
動
画
「
第
四
ア
ダ

「
第
四
ア
ダ

ム
に
対
す
る
理
解
」

ム
に
対
す
る
理
解
」
の
中
で
、「
父
「
父

母
の
世
代
に
お
い
て
第
三
ア
ダ
ム
と

母
の
世
代
に
お
い
て
第
三
ア
ダ
ム
と

完
全
に
一
体
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

完
全
に
一
体
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
そ
の
よ
う
な
韓
女
史
が

い
そ
の
よ
う
な
韓
女
史
が
（
真
の
お

父
様
と
）
一
つ
に
な
る
こ
と
が
で
き

一
つ
に
な
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
」

な
か
っ
た
」
な
ど
と
述
べ
て
い
ま
す
。

こ
の
発
言
は
、
お
父
様
が
真
の
お
母

様
と
の
「
最
終
一
体
」

「
最
終
一
体
」
宣
言
を
さ
れ

た
際
の
〝
認
識
〟
と
全
く
か
け
離
れ

様
は
『
天
地
人
真
の
父
母
様
特
別
集

会
』
を
開
催
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
み

言
を
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

『「『「
天
地
人
真
の
父
母
定
着
完
了

天
地
人
真
の
父
母
定
着
完
了

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」」

が
、
こ
の
本
（
講
演
文
）
の
題
名
で

が
、
こ
の
本
（
講
演
文
）
の
題
名
で

す
。
天
地
人
が
真
の
父
母
と
な
っ
て

す
。
天
地
人
が
真
の
父
母
と
な
っ
て

定
着
す
る
教
材
・
教
本
だ
と
い
う
の

定
着
す
る
教
材
・
教
本
だ
と
い
う
の

で
す
。
…
…
あ
な
た
が
た
も
批
評
を

で
す
。
…
…
あ
な
た
が
た
も
批
評
を

せ
ず
、「
こ
の
言
葉
ど
お
り
に
一
度

せ
ず
、「
こ
の
言
葉
ど
お
り
に
一
度

生
き
て
み
た
い
」
と
考
え
る
人
が
、

生
き
て
み
た
い
」
と
考
え
る
人
が
、

福
を
受
け
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
る

福
を
受
け
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。
…
…
創
造
主
の
資
格
を

の
で
す
。
…
…
創
造
主
の
資
格
を

も
っ
て
、
最
後
に
万
王
の
王
と
父
母

も
っ
て
、
最
後
に
万
王
の
王
と
父
母

の
先
祖
の
中
の
先
祖
と
な
り
う
る
勝

の
先
祖
の
中
の
先
祖
と
な
り
う
る
勝

利
の
覇
権
の

利
の
覇
権
の
栄
光
の
宝
座
に
座
る
人

栄
光
の
宝
座
に
座
る
人

は
、
億
千
万
代
に
お
い
て

は
、
億
千
万
代
に
お
い
て
た
だ
一
つ

た
だ
一
つ

0

0

0

0

の
夫
婦

の
夫
婦

0

0

0

で
あ
っ
て
、
二
つ
は
い
ま
せ

で
あ
っ
て
、
二
つ
は
い
ま
せ

んん
。
夫
婦
が
二
つ
で
す
か
、
一
つ
で

。
夫
婦
が
二
つ
で
す
か
、
一
つ
で

す
か
。
万
国
の
王
た
ち
、
偽
者
た
ち

す
か
。
万
国
の
王
た
ち
、
偽
者
た
ち

が
な
ぜ
こ
ん
な
に
多
い
の
で
す
か
。

が
な
ぜ
こ
ん
な
に
多
い
の
で
す
か
。

万
王
の
王
は
お
一
方
で
す

万
王
の
王
は
お
一
方
で
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

』』（「
Ｋ
Ｍ

Ｓ
中
和
新
聞
」
二
〇
一
二
年
四
月
二

十
七
日
号
）

『『
天
地
人
真
の
父
母
定
着
完
了

天
地
人
真
の
父
母
定
着
完
了

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

』』

の
講
演
文
を
も
っ
て
挙
行
さ
れ
た
こ

の
大
会
で
、
真
の
お
父
様
は
『
栄
光

『
栄
光

　

非
原
理
集
団
Ｕ
Ｃ
Ｉ
（
い
わ
ゆ
る
「
郭ク

ァ
ㇰ
グ
ル
ー
プ
」）
お
よ
び
Ｆ
Ｐ
Ａ（
家
庭

平
和
協
会
）
を
支
持
す
る
櫻
井
正
実
氏
は
、
二
〇
二
一
年
六
月
三
日
、「
第
四
ア

「
第
四
ア

ダ
ム
に
対
す
る
理
解
」

ダ
ム
に
対
す
る
理
解
」
と
題
す
る
動
画
を
公
開
し
ま
し
た
。
彼
は
そ
の
動
画
で
、

「
二
〇
二
一
年
は
第
四
ア
ダ
ム
時
代
の
第
一
年
目
」

「
二
〇
二
一
年
は
第
四
ア
ダ
ム
時
代
の
第
一
年
目
」
と
の
非
原
理
的
な
〝
摂
理
観
〟

な
る
も
の
を
語
り
、
動
画
の
終
わ
り
の
ほ
う
で
は
、「「
韓韓ハ

ン
ハ
ン

鶴鶴ハ
ㇰ
ハ
ㇰ

子子チ
ャ
チ
ャ

女
史
が
そ
の
真
の
母

女
史
が
そ
の
真
の
母

の
位
置
を
離
れ
、お
父
様
が
聖
和
さ
れ
た
」

の
位
置
を
離
れ
、お
父
様
が
聖
和
さ
れ
た
」状
況
に
あ
る
と
し
た
う
え
で
、「
今
現
在
、

「
今
現
在
、

こ
の
地
上
で
真
の
父
母
に
立
た
れ
て
い
る
方
は

こ
の
地
上
で
真
の
父
母
に
立
た
れ
て
い
る
方
は
顯顯

ヒ
ョ
ン

ヒ
ョ
ン

進進ヂ
ン
ヂ
ン

様
と
様
と
全全

チ
ョ
ン

チ
ョ
ン

淑淑ス
ㇰ
ス
ㇰ

様
で
あ
る
」

様
で
あ
る
」
と
断

言
し
て
い
ま
す
。
文ム

ン

顯
進
様
夫
妻
が
「
今
現
在
…
…
真
の
父
母
に
立
た
れ
て
い
る
」

「
今
現
在
…
…
真
の
父
母
に
立
た
れ
て
い
る
」

と
の
主
張
は
、
真
の
お
父
様
の
み
言
や
「
原
理
」
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
と
ん

で
も
な
い
非
原
理
的
主
張
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
、
す
で
に
五
回
に
わ

た
り
櫻
井
正
実
氏
の
言
説
の
誤
り
を
指
摘
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
Ｕ
Ｃ
Ｉ
・
Ｆ
Ｐ

Ａ
の
人
々
の
言
説
が
誤
っ
た
も
の
に
な
る
〝
根
本
原
因
〟
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
総
合
的
に
理
解
し
把
握
す
る
た
め
に
は
、「
真
の
父

母
様
宣
布
文
サ
イ
ト
（https://trueparents.jp/

）」
の
掲
載
文
や
映
像
を
ご
ら
ん

く
だ
さ
い
。�

教
理
研
究
院

注
、
真
の
父
母
様
の
み
言
や
『
原
理
講
論
』
は
「
青
い
字
」

「
青
い
字
」
で
、
Ｕ
Ｃ
Ｉ
お
よ
び

Ｆ
Ｐ
Ａ
側
の
主
張
は
「
茶
色
の
字
」

「
茶
色
の
字
」
で
区
別
し
て
い
ま
す
。
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続・ＵＣＩを支持する人々の言説の誤り（21）



の
宝
座
に
座
る
人
は
、
億
千
万
代
に

の
宝
座
に
座
る
人
は
、
億
千
万
代
に

お
い
て

お
い
て
た
だ
一
つ
の
夫
婦

た
だ
一
つ
の
夫
婦

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
っ
て
、

で
あ
っ
て
、

二
つ
は
い
ま
せ
ん
。
…
…
万
王
の
王

二
つ
は
い
ま
せ
ん
。
…
…
万
王
の
王

は
お
一
方
で
す
』

は
お
一
方
で
す
』
と
語
ら
れ
、
天て

ん

一い
ち

国こ
く

の
『
万
王
の
王
』

『
万
王
の
王
』
が
お
一
方
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
も
、『
億
千
万
代
に
お
い
て
た

『
億
千
万
代
に
お
い
て
た

だ
一
つ
の
夫
婦
』

だ
一
つ
の
夫
婦
』
と
述
べ
ら
れ
、
そ

れ
が
文
鮮ソ

ン

明ミ
ョ
ン

先
生
・
韓
鶴
子
総
裁

ご
夫
妻
で
あ
ら
れ
る
こ
と
を
明
言
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
お
父
様

は
『『
天
地
人
真
の
父
母
定
着

天
地
人
真
の
父
母
定
着
』』
を
発

表
さ
れ
、〝
天
地
人
真
の
父
母
定
着

完
了
〟
を
成
し
遂
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。

以
上
が
、
真
の
お
父
様
が
真
の
お

0

0

0

母
様
と
共
に

0

0

0

0

0

、
二
〇
一
〇
年
か
ら
二

〇
一
二
年
に
か
け
て
『
最
終
一
体
』

『
最
終
一
体
』

の
摂
理
を
歩
ま
れ
な
が
ら
、
全
人
類

に
対
し
て
公
式
的
に
発
表
し
て
お
ら

れ
る
、
文
鮮
明
先
生
ご
自
身
の
〝
定

着
完
了
〟
に
関
す
る
認
識
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
Ｕ
Ｃ
Ｉ
を
支
持
す
る

人
々
が
広
め
る
金
鍾
奭
著
『
統
一
教

会
の
分
裂
』
は
、
こ
の
よ
う
な
お
父

様
ご
自
身
の
認
識
を
無
視
し
て

0

0

0

0

0

0

0

、
お

父
様
と
真
の
お
母
様
は
一
体
と
な
っ

て
お
ら
れ
な
い
と
い
う
、
み
言
と
異

0

0

0

0

な
っ
た

0

0

0

〝
虚
偽
の
ス
ト
ー
リ
ー
〟
を

創
作
し
て
い
ま
す
」（
１
３
４
～
１

３
７
ペ
ー
ジ
。
引
用
終
わ
り
）

以
上
の
よ
う
に
、
真
の
お
父
様
は

二
〇
一
二
年
の
「
真
の
父
母
の
日
」

に
「
神
様
と
人
類
の
責
任
が
完
結
さ

「
神
様
と
人
類
の
責
任
が
完
結
さ

れ
る
天
の
国
の
憲
法
が
何
か
と
い
え

れ
る
天
の
国
の
憲
法
が
何
か
と
い
え

ば
、『
ば
、『
天
地
人
真
の
父
母
定
着

天
地
人
真
の
父
母
定
着

0

0

0

0

0

0

0

0

0

』
で
』
で

す
。
そ
れ
さ
え
成
れ
ば
、

す
。
そ
れ
さ
え
成
れ
ば
、
全
て
が
終

全
て
が
終

0

0

0

0

わ
る
わ
る
0

0

」」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
予

告
ど
お
り
同
年
四
月
十
四
日
、
米

国
・
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
天
和
宮
で
「
天
「
天

地
人
真
の
父
母
定
着
実
体
み
言
宣
布

地
人
真
の
父
母
定
着
実
体
み
言
宣
布

天
宙
大
会
を

天
宙
大
会
を
最
終
完
成
・
完
結

最
終
完
成
・
完
結
す
る
」

す
る
」

と
の
〝
特
別
宣
布
式
〟
を
挙
行
さ

れ
、
七
日
後
の
四
月
二
十
一
日
に
韓

国
・
清
心
平
和
ワ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー

で
「
天
地
人
真
の
父
母
様
特
別
集
会
」

を
開
催
。
そ
の
集
会
で
「『「『
天
地
人

天
地
人

真
の
父
母
定
着
完
了

真
の
父
母
定
着
完
了
』
が
、
こ
の
本

』
が
、
こ
の
本

（
講
演
文
）
の
題
名
で
す
」

（
講
演
文
）
の
題
名
で
す
」
と
述
べ

「「
天
地
人
真
の
父
母

天
地
人
真
の
父
母
定
着
完
了

定
着
完
了

0

0

0

0

」」
を

成
し
遂
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

お
父
様
は
「「
女
性
尊
重
時
代
が
来
ま

女
性
尊
重
時
代
が
来
ま

すす
。
お
母
様
を
中
心
と
し
て
、

。
お
母
様
を
中
心
と
し
て
、
ひ
っ
ひ
っ

く
り
返
る
の
で
す

く
り
返
る
の
で
す
。
男
女
が
同
等
で

。
男
女
が
同
等
で

対
等
の
価
値
の
実
権
を
つ
く
る
の
で

対
等
の
価
値
の
実
権
を
つ
く
る
の
で

す
」
す
」（「
Ｋ
Ｍ
Ｓ
中
和
新
聞
」
二
〇
一

二
年
四
月
二
十
七
日
号
）
と
も
語
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

櫻
井
正
実
氏
の
発
言
は
、
真
の
お

父
様
ご
自
身
が
持
っ
て
お
ら
れ
る
完

全
一
体
の
〝
認
識
〟
と
全
く
か
け
離

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
お
父
様
の
〝
認

識
〟
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
が
、

顯
進
様
を
は
じ
め
と
す
る
Ｕ
Ｃ
Ｉ
・

Ｆ
Ｐ
Ａ
の
人
々
の
最
大
の
問
題
点
と

言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

み
言
②
：「
先
生
が
霊
界
に
行
く

「
先
生
が
霊
界
に
行
く

よ
う
に
な
れ
ば
お
母
様
が
責
任
を
持

よ
う
に
な
れ
ば
お
母
様
が
責
任
を
持

つ
」
つ
」真

の
お
父
様
は
ご
自
身
が
「
第
一

「
第
一

教
主
」

教
主
」、
真
の
お
母
様
は
「
第
二
教

「
第
二
教

主
」
主
」
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

「
一
九
九
〇
年
三
月
二
十
七
日
、

「
一
九
九
〇
年
三
月
二
十
七
日
、

統
一
教
会
の
名
節
（
記
念
日
）
の
一

統
一
教
会
の
名
節
（
記
念
日
）
の
一

つ
で
あ
る
『
真
の
父
母
の
日
』
を
迎

つ
で
あ
る
『
真
の
父
母
の
日
』
を
迎

え
、
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

え
、
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

行
わ
れ
た
記
念
礼
拝
で
『
女
性
全
体

行
わ
れ
た
記
念
礼
拝
で
『
女
性
全
体

解
放
圏
』
が
宣
布
さ
れ
る
こ
と
で
、

解
放
圏
』
が
宣
布
さ
れ
る
こ
と
で
、

私私
（
真
の
お
母
様
）
は
統
一
教
会
の

は
統
一
教
会
の

第
二
教
主
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
教
主
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
九
九
四
年
十
一
月
二

そ
の
後
、
一
九
九
四
年
十
一
月
二

十
七
日
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
べ

十
七
日
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
べ

ル
ベ
デ
ィ
ア
で
第
二
教
主
と
し
て
の

ル
ベ
デ
ィ
ア
で
第
二
教
主
と
し
て
の

私
の
公
的
使
命
が
改
め
て
公
表
さ
れ
、

私
の
公
的
使
命
が
改
め
て
公
表
さ
れ
、

そ
の
意
義
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
十

そ
の
意
義
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
十

六
万
人
の
日
本
人
女
性
教
育
と
各
国

六
万
人
の
日
本
人
女
性
教
育
と
各
国

で
の
大
会
が
終
わ
り
、
私
の
役
割
が

で
の
大
会
が
終
わ
り
、
私
の
役
割
が

さ
ら
に
重
大
に
な
っ
て
い
た
頃
の
こ

さ
ら
に
重
大
に
な
っ
て
い
た
頃
の
こ

と
で
す
。
…
…

と
で
す
。
…
…

ま
た
、
一
九
九
一
年
六
月
に
は
、

ま
た
、
一
九
九
一
年
六
月
に
は
、

カ
ナ
ダ
の
ク
レ
ア
ス
ト
ー
ン
の
本
館

カ
ナ
ダ
の
ク
レ
ア
ス
ト
ー
ン
の
本
館

で
…
…
『
顧
命
性
宣
誓
宣
布
』
が
行

で
…
…
『
顧
命
性
宣
誓
宣
布
』
が
行

わ
れ
ま
し
た
。『
顧
命
』
と
は
、『
王

わ
れ
ま
し
た
。『
顧
命
』
と
は
、『
王

の
遺
言
』
を
意
味
す
る
言
葉
で
す
。

の
遺
言
』
を
意
味
す
る
言
葉
で
す
。

文
総
裁
は
御
自
身
が
聖
和
し
た
後
も
、

文
総
裁
は
御
自
身
が
聖
和
し
た
後
も
、

私
が
神
様
の
使
命
を
引
き
継
い
で
果

私
が
神
様
の
使
命
を
引
き
継
い
で
果

た
し
て
い
け
る
よ
う
、
日
本
の
女
性

た
し
て
い
け
る
よ
う
、
日
本
の
女
性

代
表
が
責
任
を
持
っ
て
真
の
母
を
支

代
表
が
責
任
を
持
っ
て
真
の
母
を
支

え
て
い
く
べ
き
こ
と
を
、
顧
命
と
し

え
て
い
く
べ
き
こ
と
を
、
顧
命
と
し

て
宣
布
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
の
宣
布

て
宣
布
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
の
宣
布

に
は
、
日
本
が
真
の
母
と
一
つ
に
な

に
は
、
日
本
が
真
の
母
と
一
つ
に
な

り
、
世
界
を
抱
い
て
い
か
な
け
れ
ば

り
、
世
界
を
抱
い
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
使
命
も
含
ま
れ
て

な
ら
な
い
と
い
う
使
命
も
含
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
文
総
裁
は
、

い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
文
総
裁
は
、

幾
度
に
も
わ
た
っ
て
、
御
自
分
が
不

幾
度
に
も
わ
た
っ
て
、
御
自
分
が
不

在
と
な
る
万
一
の
場
合
に
備
え
ら
れ

在
と
な
る
万
一
の
場
合
に
備
え
ら
れ

た
の
で
す
」

た
の
で
す
」（『
人
類
の
涙
を
ぬ
ぐ
う

平
和
の
母
』
２
２
０
～
２
２
１
ペ
ー

ジ
）真

の
お
父
様
は
、
ご
自
身
の
聖
和

後
、
真
の
お
母
様
が
責
任
を
持
つ
こ

と
に
つ
い
て
明
確
に
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

「「
先
生
が
霊
界
に
行
く
よ
う
に
な

先
生
が
霊
界
に
行
く
よ
う
に
な

れ
ば
れ
ば
お
母
様
が
責
任
を
持
つ

お
母
様
が
責
任
を
持
つ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
で
す
。

の
で
す
。

そ
の
次
に
は
息
子
・
娘
で
す
。
息
子

そ
の
次
に
は
息
子
・
娘
で
す
。
息
子

が
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
息
子

が
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
息
子

が
い
な
け
れ
ば
、
娘
が
し
な
け
れ
ば

が
い
な
け
れ
ば
、
娘
が
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
後
継
す
る
者
が
誰
だ

な
り
ま
せ
ん
。
後
継
す
る
者
が
誰
だ

と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
伝
統
的
に

と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
伝
統
的
に

全
て
全
て
（
準
備
が
）
な
さ
れ
て
い
ま
す
」

な
さ
れ
て
い
ま
す
」

（
マ
ル
ス
ム
選
集
３
１
８
―
２
６
０
）

「
お
母
様
を
中
心
と
し
て
皆
さ
ん

「
お
母
様
を
中
心
と
し
て
皆
さ
ん

がが
一
体
に
な
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

一
体
に
な
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
が
来
ま
し
た
。
も
う
先
生

ら
な
い
時
が
来
ま
し
た
。
も
う
先
生

が
い
な
く
て
も
、

が
い
な
く
て
も
、
お
母
様
が
代
わ
り

お
母
様
が
代
わ
り

0

0

0

0

0

0

0

に
で
き
る
特
権
を
許
諾

に
で
き
る
特
権
を
許
諾

0

0

0

0

0

0

0

0

0

し
た
と
い
う

し
た
と
い
う

の
で
す
。
お
父
様
が
い
な
い
と
き
は
、

の
で
す
。
お
父
様
が
い
な
い
と
き
は
、

お
母
様
の
こ
と
を
思
わ
な
け
れ
ば
な

お
母
様
の
こ
と
を
思
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
、

り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
、

先
生
の
代
わ
り
に
お
母
様
に

先
生
の
代
わ
り
に
お
母
様
に
侍侍は

べ
は
べ

る
心
る
心

を
も
ち

を
も
ち
、
祈
祷
も
そ
の
よ
う
に
す
る

、
祈
祷
も
そ
の
よ
う
に
す
る

の
で
す
。
今
ま
で
は
先
生
を
愛
し
て

の
で
す
。
今
ま
で
は
先
生
を
愛
し
て

き
ま
し
た
が
、

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
お
母
様

こ
れ
か
ら
は
お
母
様

を
愛
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

を
愛
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
は

れ
か
ら
は
お
母
様
の
時
代
に
入
っ
て

お
母
様
の
時
代
に
入
っ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

い
く
い
く
0

0

こ
と
を
理
解
し
て

こ
と
を
理
解
し
て
、
特
に
女
性

、
特
に
女
性

た
ち
は
そ
の
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

た
ち
は
そ
の
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
」

り
ま
せ
ん
」（『
真
の
父
母
の
絶
対
価

値
と
氏
族
的
メ
シ
ヤ
の
道
』
１
１
６

～
１
１
７
ペ
ー
ジ
）

「
文
総
裁
は
衰
え
る
よ
う
に
な
り

「
文
総
裁
は
衰
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
…
…

ま
し
た
が
、
…
…
第
二
教
主
に
は
、

第
二
教
主
に
は
、

お
母
様
が
堂
々
と
し
て
い
る

お
母
様
が
堂
々
と
し
て
い
る
で
し
ょ

で
し
ょ

う
。
分
か
り
ま
す
か
。

う
。
分
か
り
ま
す
か
。
夫
が
成
せ
な

夫
が
成
せ
な

か
っ
た
こ
と
を
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば

か
っ
た
こ
と
を
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん

な
り
ま
せ
ん
」」（
マ
ル
ス
ム
選
集
５

４
０
―
73
、
二
〇
〇
六
年
九
月
二
十

三
日
）

「
お
母
様
は
、
お
父
様
よ
り
も

「
お
母
様
は
、
お
父
様
よ
り
も
も
っ
も
っ

と
た
く
さ
ん
行
い
ま
す

と
た
く
さ
ん
行
い
ま
す
。
年
齢
が
若

。
年
齢
が
若

い
の
で
、

い
の
で
、
私私
（
真
の
お
父
様
）
が
死
が
死

ん
で
も
教
主
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん

ん
で
も
教
主
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。。

も
は
や
、

も
は
や
、
教
主
は

教
主
は
二
人
が
一
つ
に

二
人
が
一
つ
に

0

0

0

0

0

0

な
っ
て
い
る

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
」

と
い
う
こ
と
で
す
」（
同

５
４
１
―
１
４
６
、
二
〇
〇
六
年
九

月
二
十
八
日
）

顯
進
様
を
中
心
と
す
る
Ｕ
Ｃ
Ｉ
・

Ｆ
Ｐ
Ａ
の
人
々
の
根
本
的
な
誤
り
は
、

こ
れ
ら
の
真
の
お
父
様
の
み
言
を
無

視
し
、
従
っ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

（
22
）
Ｕ
Ｃ
Ｉ
側
の
「
三
位
一
体
」
に

対
す
る
不
正
確
な
理
解

櫻
井
正
実
氏
は
、
動
画
で
「
韓
女

「
韓
女

史
が
真
の
母
の
位
置
を
離
れ
て
し

史
が
真
の
母
の
位
置
を
離
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
立
場
で
、
こ
の
韓
女
史

ま
っ
て
い
る
立
場
で
、
こ
の
韓
女
史

が
も
う
一
度
本
然
の
立
場
に
立
ち

が
も
う
一
度
本
然
の
立
場
に
立
ち

返
っ
て
…
…
顯
進
様
を
第
四
ア
ダ
ム

返
っ
て
…
…
顯
進
様
を
第
四
ア
ダ
ム

と
し
て
認
め
て
…
…
せ
め
て
霊
界
で

と
し
て
認
め
て
…
…
せ
め
て
霊
界
で

悔
い
改
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

悔
い
改
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

…
…
」

…
…
」
な
ど
と
述
べ
て
い
ま
す
。

当
連
載
の
「
解
説
」
二
〇
二
一
年

十
二
月
号
で
、
す
で
に
櫻
井
正
実
氏

の
〝
言
説
の
誤
り
〟
を
指
摘
し
ま
し

た
が
、
彼
は
、
父
母
の
世
代
を
蕩と

う

減げ
ん

す
る
中
心
人
物
が
真
の
お
父
様
、
そ

し
て
子
女
の
世
代
を
蕩
減
す
る
中
心

人
物
が
顯
進
様
で
あ
り
、
そ
れ
を
協

助
す
る
の
が
真
の
お
母
様
の
使
命
で

あ
っ
た
と
し
ま
す
。

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
息
子

（
子
女
）
は
「「
父
の
伝
統

父
の
伝
統
に
従
っ
て
、

に
従
っ
て
、

母
の
伝
統

母
の
伝
統
に
従
っ
て
」

に
従
っ
て
」
い
く
こ
と
で

〝
真
の
父
母
の
伝
統
〟
を
相
続
す
る

の
が
そ
の
使
命
で
あ
り
、
子
女
は
そ

の
た
め
の
〝
孝
情
〟
を
立
て
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
櫻
井
正
実

氏
の
言
説
は
、
そ
れ
と
は
真
逆
で
あ

0

0

0

0

り0

、
主
管
性
転
倒
の
論
理
な
の
で
す
。

Ｕ
Ｃ
Ｉ
・
Ｆ
Ｐ
Ａ
側
の
人
々
が

誤
っ
た
発
想
を
す
る
の
は
「
三
位
一

体
論
」
に
対
す
る
捉
え
方
、「
原
理
」

の
理
解
が
不
正
確
で
あ
る
た
め
と
言

わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
こ
の
点
に
つ

い
て
、
教
理
研
究
院
は
『
虚
偽
に
満

ち
た
』
で
指
摘
し
て
い
ま
す
。
以
下
、

『
虚
偽
に
満
ち
た
』
か
ら
引
用
し
ま
す
。

「
Ｕ
Ｃ
Ｉ
側
の
『
三
位
一
体
』
に

対
す
る
不
正
確
な
理
解

Ｕ
Ｃ
Ｉ
側
の
問
題
点
は
、『
実
体

的
な
三
位
一
体
』
に
関
し
て
〝
誤
っ

た
観
点
〟
か
ら
み
言
を
解
釈
し
、『
真

の
家
庭
』
を
定
義
す
る
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。
彼
ら
は
反
論
の
中
で
、
次
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の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

『
最
近
の
家
庭
連
合
で
は
「
三
位

『
最
近
の
家
庭
連
合
で
は
「
三
位

一
体
」
と
い
う
言
葉
を
持
ち
出
し
て

一
体
」
と
い
う
言
葉
を
持
ち
出
し
て

真
の
父
母
様
の
価
値
の
み
を
大
き
く

真
の
父
母
様
の
価
値
の
み
を
大
き
く

強
調
し
ま
す
が
、「
三
位
一
体
」
の

強
調
し
ま
す
が
、「
三
位
一
体
」
の

目
的
は
、
実
体
の
四
位
基
台
を
完
成

目
的
は
、
実
体
の
四
位
基
台
を
完
成

さ
せ
る
こ
と
で
は
な
い
で
す
か
？　

さ
せ
る
こ
と
で
は
な
い
で
す
か
？　

そ
し
て
、
家
庭
連
合
で
は
真
の
子
女

そ
し
て
、
家
庭
連
合
で
は
真
の
子
女

様
の
価
値
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の

様
の
価
値
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の

で
し
ょ
う
か
？
』

で
し
ょ
う
か
？
』
…
…

『
重
生
論
』
と
密
接
に
関
係
す
る

『
三
位
一
体
論
』

真
の
子
女
様
の
価
値
を
『
原
理
講

論
』
の
『
三
位
一
体
論
』
か
ら
見
る

な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

『
神
が
ア
ダ
ム
と
エ
バ
を

『
神
が
ア
ダ
ム
と
エ
バ
を
創
造
さ

創
造
さ

れ
た
目
的

れ
た
目
的
は
、
彼
ら
を

は
、
彼
ら
を
人
類
の
真
の

人
類
の
真
の

父
母
父
母
に
立
て
…
…
神
を
中
心
と
し
た

に
立
て
…
…
神
を
中
心
と
し
た

四
位
基
台

四
位
基
台
（
注
、
自
同
的
四
位
基
台
）

を
つ
く
り
、

を
つ
く
り
、
三
位
一
体
を
な
さ
し
め

三
位
一
体
を
な
さ
し
め

る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た

る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
も
し
、
彼
ら

。
も
し
、
彼
ら

が
堕
落
し
な
い
で
完
成
し
、
神
を
中

が
堕
落
し
な
い
で
完
成
し
、
神
を
中

心
と
し
て
、

心
と
し
て
、
真
の
父
母
と
し
て
の
三

真
の
父
母
と
し
て
の
三

位
一
体

位
一
体
を
つ
く
り
、

を
つ
く
り
、
善
の
子
女
を
生

善
の
子
女
を
生

0

0

0

0

0

0

み
殖
や
し
た
な
ら
ば

み
殖
や
し
た
な
ら
ば

0

0

0

0

0

0

0

0

、
彼
ら
の
子
孫

、
彼
ら
の
子
孫

も
、
や
は
り
、
神
を
中
心
と
す
る
善

も
、
や
は
り
、
神
を
中
心
と
す
る
善

の
夫
婦
と
な
っ
て
、

の
夫
婦
と
な
っ
て
、
各
々
三
位
一
体

各
々
三
位
一
体

0

0

0

0

0

0

を
な
し
た
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ

を
な
し
た
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
神
の
三
大
祝
福
完
成
に
よ
る
地

て
、
神
の
三
大
祝
福
完
成
に
よ
る
地

上
天
国
は
、
そ
の
と
き
、
既
に
完
成

上
天
国
は
、
そ
の
と
き
、
既
に
完
成

さ
れ
た
は
ず
で
あ
っ
た
』

さ
れ
た
は
ず
で
あ
っ
た
』（
２
６
７

ペ
ー
ジ
）

『
原
理
講
論
』
は
、『
神
が
ア
ダ
ム

『
神
が
ア
ダ
ム

と
エ
バ
を

と
エ
バ
を
創
造
さ
れ
た
目
的

創
造
さ
れ
た
目
的
は
、
彼

は
、
彼

ら
を
人
類
の
真
の
父
母
に
立
て
…
…

ら
を
人
類
の
真
の
父
母
に
立
て
…
…

神
を
中
心
と
し
た
四
位
基
台
を
つ
く

神
を
中
心
と
し
た
四
位
基
台
を
つ
く

り
、
り
、
三
位
一
体
を
な
さ
し
め
る

三
位
一
体
を
な
さ
し
め
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
こ
と
こ

ろ
に
あ
っ
た
』

ろ
に
あ
っ
た
』
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
場
合
、
ア
ダ
ム
と
エ
バ
が
『
神
を

『
神
を

中
心
と
し
て
、
真
の
父
母
と
し
て
の

中
心
と
し
て
、
真
の
父
母
と
し
て
の

三
位
一
体
』

三
位
一
体
』
を
つ
く
り
、
そ
し
て

『
善
の
子
女
』

『
善
の
子
女
』
を
生
み
殖
や
し
た
な

ら
、
そ
の
『
子
孫
も
…
…
神
を
中
心

『
子
孫
も
…
…
神
を
中
心

と
す
る
善
の
夫
婦
』

と
す
る
善
の
夫
婦
』
と
な
り
、『
各
々

『
各
々

三
位
一
体
を
な
し
た
は
ず
』

三
位
一
体
を
な
し
た
は
ず
』
と
述
べ

て
い
ま
す
。
こ
の
三
位
一
体
論
に
基

づ
い
て
真
の
子
女
様
の
価
値
を
原
理

的
に
見
れ
ば
、『
神
を
中
心
と
す
る

『
神
を
中
心
と
す
る

善
の
夫
婦
と
な
っ
て
、
各
々
三
位
一

善
の
夫
婦
と
な
っ
て
、
各
々
三
位
一

体
』
体
』
を
成
す
存
在
と
言
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、『
実
体
的
な
三
位
一

『
実
体
的
な
三
位
一

体
』
体
』
と
は
『『
人
類
の
真
の
父
母

人
類
の
真
の
父
母

0

0

0

0

0

0

0

』』
を

指
し
て
お
り
、
そ
れ
に
続
く
『
各
々

『
各
々

三
位
一
体
』

三
位
一
体
』
は
、
真
の
子
女
様
家
庭

お
よ
び
祝
福
家
庭
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
こ
こ
で
『『
真
の
父
母
と

真
の
父
母
と

し
て
の
三
位
一
体

し
て
の
三
位
一
体
を
つ
く
り
、
善
の

を
つ
く
り
、
善
の

子
女
を
生
み
殖
や
し
た
な
ら
ば
…
…
』

子
女
を
生
み
殖
や
し
た
な
ら
ば
…
…
』

と
あ
る
よ
う
に
、
ア
ダ
ム
と
エ
バ
は

三
位
一
体
を
成
し
た
上
で

0

0

0

0

0

、
子
女
を

生
み
殖
や
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｕ
Ｃ
Ｉ
側
が
述
べ
る
『「
三
位
一
体
」

『「
三
位
一
体
」

の
目
的
は
、
実
体
の
四
位
基
台
を
完

の
目
的
は
、
実
体
の
四
位
基
台
を
完

成
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
い
で
す
か
？
』

成
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
い
で
す
か
？
』

と
い
う
内
容
も
、
三
位
一
体
を
成
し
0

0

た
上
で

0

0

0

、
そ
こ
に
含
ま
れ
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
こ
と
は
、
単
に
子
女
を

生
み
殖
や
す
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
ず
、
神
様
を

0

0

0

中
心
と
し
た

実
体
的
な
三
位
一
体
を
成
し
た
上
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、

子
女
を
生
み
殖
や
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。『
実
体
的
な
三
位
一
体
』

『
実
体
的
な
三
位
一
体
』
と

は
、
前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
真
の

ア
ダ
ム
と
真
の
エ
バ
が
神
様
を
中
心

0

0

0

0

0

と
し
て
一
体
を
成
す
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
意
味
し

ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
『
原

理
講
論
』
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

ま
す
。

『
も
し
、
彼
ら

『
も
し
、
彼
ら
（
ア
ダ
ム
と
エ
バ
）

が
堕
落
し
な
い
で
完
成
し
、

が
堕
落
し
な
い
で
完
成
し
、
神
を
中

神
を
中

0

0

0

心
と
し
て

心
と
し
て

0

0

0

0

、
真
の
父
母
と
し
て
の

、
真
の
父
母
と
し
て
の
三三0

位
一
体

位
一
体

0

0

0

を
つ
く
り
、
善
の
子
女
を
生

を
つ
く
り
、
善
の
子
女
を
生

み
殖
や
し
た
な
ら
ば
、
彼
ら
の
子
孫

み
殖
や
し
た
な
ら
ば
、
彼
ら
の
子
孫

も
…
…
神
を
中
心
と
す
る
善
の
夫
婦

も
…
…
神
を
中
心
と
す
る
善
の
夫
婦

と
な
っ
て
…
…
地
上
天
国
は
…
…
完

と
な
っ
て
…
…
地
上
天
国
は
…
…
完

成
さ
れ
た
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

成
さ
れ
た
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

ア
ダ
ム
と
エ
バ
が
堕
落
し
て
、

ア
ダ
ム
と
エ
バ
が
堕
落
し
て
、
サ
タ
サ
タ

0

0

ン
を
中
心
と
し
て

ン
を
中
心
と
し
て

0

0

0

0

0

0

0

四
位
基
台
を
造
成

四
位
基
台
を
造
成

し
た
の
で
、

し
た
の
で
、
サ
タ
ン
を
中
心
と
す
る

サ
タ
ン
を
中
心
と
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

三
位
一
体

三
位
一
体

0

0

0

0

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ゆ

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ゆ

え
に
彼
ら
の
子
孫
も
…
…
サ
タ
ン
を

え
に
彼
ら
の
子
孫
も
…
…
サ
タ
ン
を

中
心
と
し
て
三
位
一
体
を
形
成
し
て
、

中
心
と
し
て
三
位
一
体
を
形
成
し
て
、

堕
落
し
た
人
間
社
会
を
つ
く
っ
て
し

堕
落
し
た
人
間
社
会
を
つ
く
っ
て
し

ま
っ
た

ま
っ
た
』』（
２
６
７
ペ
ー
ジ
）

こ
の
部
分
は
極
め
て
重
要
で
す
。

人
間
始
祖
ア
ダ
ム
と
エ
バ
が
、
神
様

を
中
心
に
〝
三
位
一
体
〟
を
つ
く
る

の
か
、
サ
タ
ン
を
中
心
に
〝
三
位
一

体
〟
を
つ
く
る
の
か
で
、
天
国
に
な

る
か
、
地
獄
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か

が
決
定
さ
れ
る

0

0

0

0

0

と
い
う
の
で
す
。
す

な
わ
ち
、
ア
ダ
ム
と
エ
バ
が
神
を
中

0

0

0

心
に
0

0

〝
三
位
一
体
〟
を
つ
く
れ
ば
、

遺
伝
の
法
則
に
よ
っ
て
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
る
子
孫
は
〝
神
の
血
統
〟
に
な

り
、
反
対
に
サ
タ
ン
を
中
心
に

0

0

0

0

0

0

0

〝
三

位
一
体
〟
を
つ
く
れ
ば
、
遺
伝
の
法

則
に
よ
っ
て
そ
の
子
孫
は
〝
サ
タ
ン

の
血
統
〟
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

天
国
に
な
る
か
、
地
獄
に
な
る
か
の

分
岐
点
が

0

0

0

0

、
人
間
始
祖
ア
ダ
ム
と
エ

バ
の
〝
三
位
一
体
〟
の
問
題
だ
っ
た

の
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
ア
ダ

ム
と
エ
バ
は
特
別
な
使
命
を
持
っ
て

い
た
の
で
あ
り
、
彼
ら
が
ど
う
い
う

立
場
で
〝
三
位
一
体
〟
を
つ
く
る
の

か
で
、
み
旨
が
立
ち
も
す
れ
ば
倒
れ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

も
す
る

0

0

0

の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
Ｕ

Ｃ
Ｉ
側
が
述
べ
る
『
最
近
の
家
庭
連

『
最
近
の
家
庭
連

合
で
は
「
三
位
一
体
」
と
い
う
言
葉

合
で
は
「
三
位
一
体
」
と
い
う
言
葉

を
持
ち
出
し
て

を
持
ち
出
し
て
真
の
父
母
様
の
価
値

真
の
父
母
様
の
価
値

の
み
を
大
き
く
強
調

の
み
を
大
き
く
強
調
し
ま
す
が
、「
三

し
ま
す
が
、「
三

位
一
体
」
の
目
的
は
、
実
体
の

位
一
体
」
の
目
的
は
、
実
体
の
四
位
四
位
0

0

基
台
を
完
成
さ
せ
る
こ
と

基
台
を
完
成
さ
せ
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
は
な
い

で
は
な
い

で
す
か
？
』

で
す
か
？
』
と
の
主
張
は
、
三
位
一

体
に
対
す
る
表
層
的
な
理
解
に
す
ぎ

ず
、
人
間
始
祖
が
『
実
体
的
な
三
位

『
実
体
的
な
三
位

一
体
』

一
体
』
を
つ
く
っ
て
人
類
の
真
の
父

0

0

0

0

0

0

母
に
な
る

0

0

0

0

〝
事
の
重
大
性

0

0

0

0

0

〟
が
認
識

0

0

0

で
き
て
い
な
い

0

0

0

0

0

0

も
の
と
言
わ
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
。

以
上
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、『
原

理
講
論
』
は
、
堕
落
人
間
に
対
す
る

『
重
生
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論

じ
て
い
ま
す
。『
イ
エ
ス
と
聖
霊
と

『
イ
エ
ス
と
聖
霊
と

は
、
神
を
中
心
と
す
る

は
、
神
を
中
心
と
す
る
霊
的
な
三
位

霊
的
な
三
位

0

0

0

0

0

一
体
一
体
0

0

を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
霊霊

的
真
の
父
母

的
真
の
父
母
の
使
命
を
果
た
し
た
だ

の
使
命
を
果
た
し
た
だ

け
で
終
わ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
…
…

け
で
終
わ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
…
…

信
徒
た
ち
も
…
…

信
徒
た
ち
も
…
…
霊
的
子
女
の
立
場

霊
的
子
女
の
立
場

に
と
ど
ま
っ
て
い
る

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ゆ

の
で
あ
る
。
ゆ

え
に
、
イ
エ
ス
は
自
ら
神
を
中
心
と

え
に
、
イ
エ
ス
は
自
ら
神
を
中
心
と

す
る
す
る
実
体
的
な
三
位
一
体

実
体
的
な
三
位
一
体

0

0

0

0

0

0

0

0

を
つ
く
り
、

を
つ
く
り
、

霊
肉
共
に
真
の
父
母

霊
肉
共
に
真
の
父
母
と
な
る
こ
と
に

と
な
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
堕
落
人
間
を

よ
っ
て
、
堕
落
人
間
を
霊
肉
共
に
重

霊
肉
共
に
重

生生
さ
せ
、
彼
ら
を
し
て

さ
せ
、
彼
ら
を
し
て
原
罪
を
清
算

原
罪
を
清
算

さ
せ
て
、
神
を
中
心
と
す
る

さ
せ
て
、
神
を
中
心
と
す
る
実
体
的

実
体
的

0

0

0

な
三
位
一
体

な
三
位
一
体

0

0

0

0

0

を
つ
く
ら
せ
る
た
め
に

を
つ
く
ら
せ
る
た
め
に

再
臨
さ
れ
る

再
臨
さ
れ
る
』』（
２
６
８
ペ
ー
ジ
）

真
の
父
母
様
が
、
神
を
中
心
に

『
実
体
的
な
三
位
一
体
』

『
実
体
的
な
三
位
一
体
』
を
つ
く
り
、

『
霊
肉
共
に
真
の
父
母
』

『
霊
肉
共
に
真
の
父
母
』
と
な
る
こ

と
で
、『
堕
落
人
間
を
霊
肉
共
に
重

『
堕
落
人
間
を
霊
肉
共
に
重

生
さ
せ
…
…
神
を
中
心
と
す
る
実
体

生
さ
せ
…
…
神
を
中
心
と
す
る
実
体

的
な
三
位
一
体
を
つ
く
ら
せ
る
た
め

的
な
三
位
一
体
を
つ
く
ら
せ
る
た
め

に
再
臨
さ
れ
る
』

に
再
臨
さ
れ
る
』
と
い
う
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、『
重
生
論
』

『
重
生
論
』
と
『
三
『
三

位
一
体
論
』

位
一
体
論
』
は
密
接
に
関
係
し
て
お

り
、
両
者
は
切
り
離
し
て
論
じ
る
こ

と
が
で
き
な
い
内
容
で
あ
る
こ
と
を

知
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。『
原

理
講
論
』
が
論
じ
る
〝
三
位
一
体
の

目
的
〟
は
、
Ｕ
Ｃ
Ｉ
側
の
述
べ
る
、

た
だ
単
に
『
実
体
の
四
位
基
台
を
完

『
実
体
の
四
位
基
台
を
完

成
さ
せ
る
こ
と
』

成
さ
せ
る
こ
と
』
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

（
90
～
96
ペ
ー
ジ
。
引
用
終
わ
り
）

人
間
始
祖
ア
ダ
ム
・
エ
バ
は
神
を

中
心
と
す
る
「
実
体
的
な
三
位
一
体
」

「
実
体
的
な
三
位
一
体
」

を
成
す
こ
と
で
、
そ
こ
か
ら
〝
神
の

血
統
〟
が
出
発
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ア
ダ
ム
・
エ

バ
は
堕
落
し
「「
サ
タ
ン
を
中
心
と
す

サ
タ
ン
を
中
心
と
す

0

0

0

0

0

0

0

0

る
三
位
一
体

る
三
位
一
体

0

0

0

0

0

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
」

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
」

た
め
、
そ
こ
か
ら
サ
タ
ン
の
血
統
が

殖
え
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
アア

ダ
ム
・
エ
バ
が
「
実
体
的
な
三
位
一

ダ
ム
・
エ
バ
が
「
実
体
的
な
三
位
一

体
」
体
」
を
成
す
こ
と
が
極
め
て
重
要

だ
っ
た
の
で
す
。

『
原
理
講
論
』
に
「
メ
シ
ヤ
を
中

「
メ
シ
ヤ
を
中

心
と
し
て
、
復
帰
摂
理
は
完
成
さ
れ

心
と
し
て
、
復
帰
摂
理
は
完
成
さ
れ

る
」
る
」（
２
８
２
ペ
ー
ジ
）
と
あ
る
よ

う
に
、
真
の
父
母
は
勝
利
し
た
人
間

始
祖
（
ア
ダ
ム
・
エ
バ
）
と
し
て
復

帰
摂
理
を
完
成
さ
せ
、
新
し
い
〝
本

然
の
血
統
〟
を
出
発
さ
せ
て
い
き
ま

す
。
私
た
ち
子
女
は
、
そ
の
勝
利
し

た
真
の
父
母
様
か
ら
伝
統
を
相
続
し
、

本
然
の
歴
史
を
出
発
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

真
の
お
父
様
は
、
顯
進
様
に
対
し

「「
顯
進
は
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

顯
進
は
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
せ
ん
。
郭
錠
煥
が
『
平
和
神
經
』
を

。
郭
錠
煥
が
『
平
和
神
經
』
を

教
え
て
あ
げ
な
さ
い
」

教
え
て
あ
げ
な
さ
い
」（
マ
ル
ス
ム

選
集
６
０
９
―
１
３
１
）
と
命
じ
ら

れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
顯
進
様
が
み

言
と
こ
と
ご
と
く
異
な
っ
た
主
張
を

し
、
行
動
を
し
て
い
た
か
ら
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
櫻
井
正
実
氏
を
は
じ

め
と
す
る
Ｕ
Ｃ
Ｉ
・
Ｆ
Ｐ
Ａ
集
団
の

〝
主
管
性
転
倒
の
論
理
〟
で
あ
る
「
今
「
今

現
在
、
こ
の
地
上
で
真
の
父
母
に
立

現
在
、
こ
の
地
上
で
真
の
父
母
に
立

た
れ
て
い
る
方
は
顯
進
様
と
全
淑
様

た
れ
て
い
る
方
は
顯
進
様
と
全
淑
様

で
あ
る
」

で
あ
る
」
と
の
偽
り
の
言
説
に
惑
わ

さ
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
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続・ＵＣＩを支持する人々の言説の誤り（21）


